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止教育の現状を把握することである．北陸 3 県の一般病床を有する病院 (155 施設 ) を対象に，郵送に
よる自記式質問紙調査を実施した．その結果，47 施設からの回答が得られた ( 有効回答率 30.3％ )．看
護師への抗がん剤曝露防止教育をしていた施設は 31 施設 (66.0％ )，院内ガイドラインを作成していた






























た  5）．また，1990年に米国医療薬剤師会（American 

















た調査では，全国の 514 病院の 58％が抗がん剤
曝露防止に関する患者への指導を実施しており，
また，51％の病院が家族への指導を実施している














































































一般病床を有する病院 155 施設（富山県 46 施設，
石川県 63 施設，福井県 46 施設）を対象とした．
調査対象者は，各施設の看護部長である．また，
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①新人（1 年未満） 15 (75.0) 
②妊娠中 13 (65.0) 
③教育を受けていない者 8 (40.0) 
④その他 授乳中 1 
(2)抗がん剤の調剤・保管等に関する内容について
①防護具の着用 19 (95.0) 
②抗がん剤接触時の対処法 19 (95.0) 
③有害廃棄物の処理法 18 (90.0) 
④抗がん剤の搬送 12 (60.0) 
⑤抗がん剤の調剤 11 (55.0) 
⑥抗がん剤の保管 11 (55.0) 




①抗がん剤のスピル時の対処法 18 (90.0) 
②防護具の着用 17 (85.0) 
③抗がん剤投与方法 17 (85.0) 
④その他 なし
(4)抗がん剤投与後に関する内容について
①有害廃棄物の処理法 19 (95.0) 
②患者の体液・排泄物の取扱い方 16 (80.0) 
③安全キャビネットの清掃法 4 (20.0) 
















○イ尿で汚染した物品の取扱い方 11 6 
○ウ蓄尿の危険性 10 0 




○カトイレ使用後の手洗い方法 － 7 
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がん剤曝露対策として，OCNS や CCN が中心と
なり，抗がん剤曝露防止教育やガイドラインを作
成した活動報告もあり  16），OCNS や CCN が，抗
がん剤曝露予防に関する教育環境に影響を与えて
いると推察される．がん看護領域に携わる CN の























































































































































































３）Haddow A.: Influence of certain polycyclic 
hydrocarbons on the growth of the jensen rat 
sarcoma. Nature, 136, 868-869, 1935.
４）Falck K, Gröhn P, Sorsa M, et al.: Mutagenicity 
in urine of nurses handling cytostatic drugs. 
Lancet, 1（8128）, 1250-1251, 1979.
５）日本がん看護学会, 日本臨床腫瘍学会, 日本臨床腫
瘍薬学会編集：がん薬物療法における曝露対策合同












iryouhoken15/dl/h24_01 -06 .pdf  （accessed 
2015/11/26）




10）杉山令子, 佐々木真紀子, 長谷部真木子, 他4名：訪
問看護師の抗がん剤による職業性曝露の健康影響の
認知と曝露防止策の実施状況. 日本がん看護学会誌, 
25（3）, 12-20, 2011. 
11）倉橋基尚, 眞継賢一, 中尾祐子, 他3名：抗がん剤曝
露対策の患者教育用説明書の有効性. 日本病院薬剤師
会雑誌, 48（8）, 987-990, 2012. 
12）工藤由紀子, 石井範子, 杉山令子, 他4名：「抗がん剤
曝露を防止するための患者・家族への指導指針（案）」
の看護師による評価. 秋田大学大学院医学系研究科保
健学専攻紀要22（1）, 35-43, 2014. 
13）石井範子：看護師のための抗がん薬取り扱いマニュ
アル（2）. ゆう書房, 2013. 
14）アールアンドディ編：病院年鑑 中部版（3）. アール
アンドディ , 2012. 
15）石井範子, 嶽石美和子, 佐々木真紀子, 他1名：抗癌
剤取扱い看護師の職業性曝露に関する認識と安全行
動. 日本公衆衛生雑誌, 52（8）, 727-735, 2005. 
16）中島和子：院内の抗がん薬の曝露対策. 佐藤まゆみ, 
小澤桂子, 遠藤久美編：がん化学療法看護のいま. がん






18）櫻井美由紀, 阿南節子, 河野えみ子, 他1名：抗がん
剤取り扱いに関する日米英の指針の比較. 日本病院薬
剤師会雑誌, 43（1）, 83-87, 2007. 
19）森本茂文, 藤井千賀, 吉田仁, 他4名：抗がん薬の安
全取り扱いに関する指針作成のための医療機関にお
ける排泄物による汚染実態調査. 日本病院薬剤師会雑
誌, 48（11）, 1339-1343, 2012. 
20）菊地由紀子, 石井範子, 工藤由紀子, 他4名：がん化学
療法施行患者の排泄の援助における抗がん剤曝露防護
のための防護具の活用状況. 秋田大学大学院医学系研
究科保健学専攻紀要, 22（1）, 87-94, 2014. 
21）府川晃子, 藤田佐和：外来化学療法患者に対する抗
がん剤の安全な管理・曝露予防に関するセルフケア
への支援. 高知県立大学紀要, 62, 11-20, 2013. 
22）Yuki M, Sekine S, Takase K, et al.: Exposure of 
石川看護雑誌 Ishikawa Journal of Nursing Vol.14, 2017
－ 119 －
family members to antineoplastic drugs via excreta 
of treated cancer patients. Journal of Oncology 
Pharmacy Practice, 19（3）, 208-217, 2013.
石川看護雑誌 Ishikawa Journal of Nursing Vol.14, 2017
－ 120 －
Support Situation of Anticancer Drug Exposure Prevention in 
Hospitals in Three Hokuriku Prefectures.
Keiko YABUSHITA，Tomoe MAKINO
Abstract
　The purpose of this study is to clarify the actual situation of the occupational anticancer drug 
exposure of nurses, and the education of patients undergoing chemotherapy to protect their families 
from exposure in three Hokuriku prefectures. The survey was conducted using a self-completion 
questionnaires mailed to hospitals in the area (155 facilities). As a result, the responses were 
obtained from 47 facilities (effective response rate: 30.3％ ) Among them, 31 facilities (66.0%) offered 
the education about the prevention of anticancer drug exposure for nurses and 20 facilities (42.6%) 
had institutional guidelines for prevention. In the hospital guidelines, 16 guidelines described the 
handling of excrement of patients treated with anticancer agents. All of these guidelines also had 
the contents targeted to nurses. In addition, only 10 guidelines had the contents focusing on 
patients. As it is expected that outpatients undergoing chemotherapy will increase, our findings 
suggest necessity to prevent nurses as well as patients from being exposed to anticancer drugs. 　
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